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地質図

の映像

地質鰯あ党ルデ

学間というものはその獅究が進むにつれて数科胃に

分岐しさらに進簾するにしたがい孫枝曾孫枝がで巷

るように分科していくものである害占す抵わち…学と

いう一つの学閥はその研究淋遺み広く深くなって

いくとその学問全域について造詣を深めるということ

が困難に在るので各専門別の研究は半ば独立の形で分

科して新たに…学という学問単位が生れていくもので

ある昔それはち次うど樹木の枝が次々1こ分れその先

端部では花や葉にまで変化していくようなものでその

学閥本来の姿とは縁遠いものになっていく現象もしか

たの恋いことであろう｡

地質学という学閥も分科の元をたどれば地下の鉱産

資源を操欄したり探し怒りする鉱山学から分科して生

れたものであるがその研究が進むにつれて一つの分

蝦としてはとても季におえ柾く放り鉱床学岩石学

鉱物学層位学古生物学構造地質学火山学等々

に分科しさらに鉱物学校どからは結晶学が分科し物

理学との関連が深まると同時に本来の地質学とは縁遠

いものに扱っていくものもあ1)また応用面との結び

つきから土木地質学水理地質学等均の学閥も生凌れ

てきている.このように各専門分野の奥が深くなる

と共にフィノレドという地質学本来の研究広場から遠ざ

かって研究室作業に重点が置かれがちな分科が生じて

くるのは当然のことであるが地殻を対象とした学問で

ある以上フィノレドとの交渉がまったく無くなるという事

はあり得ないしその大部分のものは研究資料を野外に

求めている｡す匁わも野外ぽおける地質学的諾現象を

観察判断して各分野における対象事物が自然界におい

て占める位置条件状態性格籍蜜内においては

観察し得ないこと一がらを観察記録し室内研究に供せら

れるのである由

その際にフィルドをその漢ま自然の形で紙上に記録し

ようと試みられるものが地質図であって地質図は地質

学全体にわたりその基機的欝料&なるもので勅るとい

っても過青ではある凄い珀憩

私共の目常生活に関係の深い匿学についてみても匿

学というものは元来病人を治す学間として発達したもの

であることはいうまでもない.その医学も段々分科し

て内科外科小児科婦人科耳鼻科皮膚科等

潜嫌潜･人

冷の蒋茅『に分れその印には直接病人に擦しない細菌や

病理などの分灘も生れているが直接病人に擦す蒼いわ

ゆる臨床隆学にたずさわる騒節が患袴と対面して診察

をはじめる場含にか肢らず一枚の紙片を机上に広げて

欝曹入れるやや厚羊の小紙片がある由これをカルテ

と呼んでいるがそれには患者の病状はもちろん患者

の既往症また病気の種類によっては近親者の病歴にも

ふれ診察緒果の所見や治療の方途讐が記入される.

このカノレテに誤りがあるならぱ治療に重大桂支障

をきたすことは当然で臨床医学におけるカルテは

もっとも大切た基礎的資料となるものである由それは

あたかもフィノレドジオロジｰにおける地質図の如蜜もの

で雨者は非常に相似た性質のものといえるであろう埋

近年学術的とか科学的匁どと･いう曽葉が流行語の

ようにはやり芯して意義もないよう恋些綱放間題を掘

り凄げては深遠匁学術的究研であるかの如く思い違い

をしている人はないであるうかそのような人は地質図

ダ)真価を如らず地質関の如書はフィルドを歩けば講に

でも描けるものと考えている人のようだ咀離も入ろう

とし松い狭くて奥の深い穴に入って穴の奥はどう淀こ

うだと書ったところで穴に入ったことの扱い人ぽは批

判の余地カミ枚いようなものでその真価はわからない血

立派狂地質図というものはそう簡単に誰にでも描ける

というものではなく精密に歩けぱ歩くほど新しい事

実や疑間がでて自然界の複雑さを知らされるのである.

名地質図の邸隷

私の地質図芸術論に立脚すれば簑然のこと松がら､地

質図にはその作者の個性があると私はしみむみど思うこ

とがある.そLてこれは拍地質図であると思われる

立派な地質図を見ることもまた少匁いものである｡私

は地質という仕事に従事して36年ぽも放るので地質図

を見たその数も数え慈れるものではある漢い｡それな

のに私の印象に強く残っている地質図といえばわずか

ぽ3点に過ぎ放い岳この3点の地質図はおそらく名

作といわれる作品であったろうと思う次錦である由

それらの作者は磐立派恋究生方であるので私ごとき

が批判がましく取り扱うことは礼を朱するおそれがあ

るので作者の名前や地域を明かにするご&を避けるた

めに不得要領のうらみがあるのは残念である.�
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その一はB氏描くところのある石灰岩地の地質図で

ある.菓年菜目私はそのBさんとっれづれ枚るまま

に机を挾んで世間話などをしていた.その合間にBさ

んはっと立上るとロッカｰから一枚の折畳んだ紙を

持出してきて清原石僕の…地区の地質図を見せよう

かといいたがら静かにそして丁重に机の上に広げら

れた.その手捌きの慎重さには家伝来の宝物を開く

のに通ずるものがあった.図は大陸の石灰岩地で奇抜

な地質構造もなくきわめて平凡な地域のようであった

が自分の歩いたルｰトを明瞭にそしてきれいに書き

込んだ見るからに露頭の一つ一つを手でなで祖がら歩

いておられる氏の姿を思い浮べるにじゅうぶん祖作品で

あった.氏は一見おおまかに見えるが半面にきわめ

て真壁に物事を見きわめようとする性格があってとく

に自然界における地質諸現象に対してはその傾向の著し

い方である.私は氏の説明を聞きなカミらこの図に対す

る氏の深い愛庸を肌身に感じその図に対する批判の目

だとは頭を出す余裕さえなかった.氏のフィルドに対

する愛庸というより山という自然界に対する愛着が

彼が自ら写した地質図にのりうつったのだと私は思

った｡それはミ神聖､という表現をせねばいい現わせ

ない崇高なものであった.私は法隆寺などの壁面でも

見た後のような味を今でも忘れない.

地質図が芸術であるかどうかは別として人がある

ものを作りまたは書いた場合にその作者の気持が

それを見る人にひしひしと感じられるというのは名作

に違いない.Bさんは今ある大学で教鞭をとっておら

れるがこのような人は知識を教えるという学者では衣

く人格をつちかう教育者であろうと私は思うのである.

立派な教え子たちが育つことであろう.

名地質図として私の印象に強く残っている第二の作品

はO氏の磐土頁岩調査の地質図でまだ清書されてい

恋い野稿図であった.氏が野外調査から帰って上司に

報告されるのをたまたまそこに居合わせた私も側で

話を聞かせてもらいながら拝見した図である.その地

質構造解析の筆捌きは雄1軍といおうか豪壮といおうか

まったく地下をかけ巡って隈たくこの目で見てきたのだ

という自信にあふれた力強い作品であった.摺曲構造

から断層に移った状況枚どは図上で今もなお地塊が動

いておりバラバラと岩塊が机上にこぼれ落ちそうな気

配であった.これは野稿図という大たんな荒い筆使い

も手伝っていたのかも知れ狂いが油絵具をタップリつ

けて強いタッチで描かれた油絵かのみの跡をそのまま

にした仁王像の彫刻の傑作を思わしむる作品であった.

氏は胸や手の甲に真黒で荒い毛が生えて体纐も堂々

たる偉丈夫であったがことぱ数の少ない温厚な人柄で

あった.私はその時氏の心の中に彼の体躯と同様の

強く邊ましいものがあるのを感じた.

数年前のことであるが同氏をはじめ多くの地質家た

ちによって某地方の茱鉱床総合調査がなされ参加した

多くの地質家たちの報告が一巻の本に集録されて発表

されたことがある.その中には多数の地質図があった

が大部分はおざなりのものが多かった.その少数の

立派祖作品の中に氏の断面図が光っているのを見出し

て私は名匠の作品というものは無銘であっても鑑定

ができる機微にふれたようた気がした.その断面図は

姿形こそ違え20年もまえに見た磐土頁岩層の地質図

とまったく同様の味をもち私の構造感覚を楽しまして

くれるものであった.氏の地質図には高度の技術と感

覚が読みとれいわゆる名匠という呼び名がピッタリす

るようだ.氏もまた某大学の先生であるから教え子

たちにその技術を教え感覚を呼びおこさせてもらいた

いものである.

名作の第3番目に登場するのはK氏の作品で菓炭固

地域の地質である.同氏は日常のちょっとした会話の

中にもあらわれるように続々と説き出し説き示すネツ

チリ型が示すようにフィルドにおいてもとてもおざ

なりの仕事ができるような人柄ではたくとことんまで

突き止めねばおさまらない執勧さがあるようで地質図

にもそれがよくうかがえる.この地域は摺曲構造のは

げしい地域でスラストやデッケン等の構造が複雑に入

り交っているところである.氏はこのむずかしい地塊

の動きを氏独特のねばりと解析眼によってみごとに

さばき私をして現場に立つ感じをおこさしめた.ス

ラストの優しい線の動きは女性的租優美さがありま

えのO氏の男性的な豪壮さと対照されておもしろいが

これもまた美であると感じた.このようなむずか

しい地域をこれほど詳細にしかも他人によく了解で

きるように描くことは容易祖業ではなく氏の努力の

程がうかがえる.名作の部に入ると思う.以上三作

はそれぞれ変った味をもちこれを刀剣にたとえればA

は三条宗近の上品な静の美でありBは正宗真宗の鋭

い切れ味の美でCは丁字乱れ華やかな古備前福岡一文

字の美に相似たものといえようか.

女性というものはわれわれ男性にとって何らかの興

味と関心がもてる存在である.朝夕のラッシュ時に多

くの女性を眺め柾がら思うことはこのような多数の女

性のなかに目を兄はるような美人というものはきわ

めて稀であるということである.その数少放い美人と

いうものはおそらく自然が作り出した名作傑作という

べきものでそうざらに見られないのが当然かもしれな�
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い｡美人の親は必ず美人を産むとはかぎらないであろ

うし鳶が鷹を産んだというたとえもある.各種の芸

術作品にしても巨匠が必ず傑作のみを作るものとは

かぎらず駄作とまではいかなくとも平凡作に終るこ

とも多かろう.地質図などは特に自然が与えたデｰタ

を忠実に守らねばならぬ厳しい捷があり己の思いのま

まに描きなぐるというわけにはまいらぬ.そこに他の

芸術作品と異狂るむずかしさカミある.

軽んじられている地質図の効用

地質図は臨床医学におけるミカノレテミのようなもので

ありその重要性においても地質学全体の基礎的要素を

もつものであることは既に述べた.その地質図が言

いかえればフィルドジオロジｰが室内の研究に比して

軽んじられているうらみはないであろうか.近年政治

家や事務官僚の間で調査と研究はまったく別種の仕事

内容をもつものであるとの解釈が粗されて地質調査と

よび野外調査と呼びならされてきた私共の身辺には

思いもよらぬ迷惑が湧きおこった.元来地質学発生

の地は野外であって地質学の研究やその他の仕事が総

て野外で片付けられるものである泳らば野外で行なう

に越したことはたい.それには色々の不便が伴い業

務を遂行することが不可能なことも多々あるわけで不

便を感じながらも野外における地質の諸現象を地形図

に写しとりまたは各種の資料や試料を採取して持ち帰

り室内で実験や研究の材料にするわけである.野外に

は研究室というものはない.野外そのものが研究室で

あり研究材料である.その研究材料を処理し研究

活動の概要を図示したものが地質図で室内における研

究や作業は野外では不便でできかねる部分の処理を

するのであるから大局的な見地からすれば野外研究

の補助的ないしは実験的仕事とみることができよう.1

すなわち地質の調査研究というものの主体性は野外調

査にあるといいうるであろう.

ある雑誌に別所文吉博士がも石によせて､と題して寄

せられた随筆中に味わうべき一節がある.目くミ石

灰岩申にあって石灰岩の層向傾斜ジョイントを識別す

ることほどむずかしいことは狂い.だからこのことは

科学いじょうの名人芸として一応いわないことにしよう.

問題は石灰岩中に爽雑物も微化石もないとき層面とジ

ョイントをどう見分けるかであるがこれは現場ででき

ても文章では説明しにくい…､この言葉は恋んと地質

図作成の機微をうがった言葉であろう.そしてフィル

ドジオロジｰに対する限りなき愛1音に身をゆだねた素ツ

裸の表現であろうか.それはフィノレドジオロシストの

長年の経験から生れた飾り気などのまったくない真理

のようたことばである.誰にでもいえることばではな

くましてや研究室などに立籠りそこを雌一の牙城と

たのむ種類の地質家には解らないことぱとして受け取

れるかも知れ狂い.博士は自他共にゆるすフィノレドジ

オロシストである.味わうべきことぱである.

層位学において化石の占める地位は高い.それは

古生物が棲息していた時代や藻境にはおのずから限界が

あって層序を明確にする手段としてこれに勝てるも

のが粗いからである.しかし古生物学という学問それ

自体における場合は別として層序を決めるにあたって

の化石はあくまで､道具立てミであってミ舞台ミその

ものではない.何一つとして道具立ての揃わない小屋

掛芝居でも舞台と役者がいれば芝居はできる.化石が

まったく含まれていない地域でも層序はある程度確立

できるし地質図は描ける.むしろ化石によって明確に

層序の確立ができる地域よリそうで注い場合の方が

はるかに多いであろう.非常にむずかしい岩石は別と

して一般の堆積岩や火成岩類は野外における観察で

じゅうぶん識別できるものが多くある層の連続や上下

関係を判定することはさほど困難なことでもなく信

用のおけぬものでもたい.

ミ忠臣蔵ミという芝居の何段目かにミ刃傷の湯ミという

のがある.舞台の背後一面には横に大きく枝を伸ばし

た松の木を描いた金泥の襖が立てられている(専門的

には他に種々の道具立てがあるであろうが)そこに白

髪頭に長上下と同じく長上下のミ違い鷹の羽ミの紋を

着けた人品卑しからぬ若い武士が争っていればこれは

誰が見ても忠臣蔵の松の廊下の場面であることに異論は

たい.だがも違い鷹の羽ミの紋を着けた長上下の武士

の代りに手には竹槍身に鎧の上に簑を着け髪の元

結は切れてざんばら髪となった猛将が物蔭から突然現

れて老人を突き刺したとしたらどうであろうか観客は

忠臣蔵を見ているのか太閤記を見ているのか訳がわか

らぬであろう.それにひきかえて道具立ては何もな

くても長上下の老若二人の武士が争い脇差しを抜い

て老人に切りつけた若い方を.講かカミ後から抱き止めた

としたらせりふは聞こえなくても忠臣蔵の刃傷の場

と断ずるになんの騰≡踏がいろう.芝居の話が長くなり

過ぎたが言わんとするところは自然界における層序

の実体す匁わち地質図に現わされる層序というもの

に化石などの立証があれば文句なしに上等であるがも

しも数少ない化石や不安定恋化石をただ立証だけにと

らわれ過ぎて自然界における層序の実体を曲げて解釈

するようなことがあれぱそれはナンセンスである.

宜証するに足るものはなくとも自然界における現実�
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の姿を忠実に追跡した放らば別所博士が述べられた如

く文章では説明できなくても地質図としては立派に

自然の姿を捕えることができるであろう.これは何

といっても地質図のもつ効用の最たるものではあるまい

か.別所博士は層序のもっとも解りにくい塊状石灰

岩体の場合を挙げられたのであるが他の岩層の場合に

もままあることでそれらの観察が聞違いなくできる

にはミ年期ミを要する.生活環境にゆとりのたい現在

の社会ではとかく実利にはやり成果を急ぐためにそ

のような年期を要する仕事は敬遠されがちになるのはし

かたがなかろう.しかし完全に近く描かれた地質図と

いうものはフィノレドを机上に置いたも同然でありそ

の効用の広大さは測り知れないものがあるということに

思いを走らせたいものである.

地質図の泣きどころ

私が地質という仕事にたずさわって間もない頃だぶ

ん昭和の4･5年頃のことであったろう.私はさる

専門学校の地質学教授のお伴で採鉱冶金学科の学生20

数名を連れて地質学の実習旅行に出かけた.その頃の

私は､地質､たどというよりミ石ころ､そのものの名前

さえよく知らない時代であった.先生は締麗に印刷さ

れた地質図を小さく折ってそれと道路際の岩石露頭を

見比べながら歩いておられた.そうしたある地点で先

生はポグットからルｰべを取り出して今私カミノ･ンマｰ

で割った岩片を覗きながらミY君はウソを描いている/

これを9raniteなんかに塗ってミとつぶやきたがら私

に向ってミねえ君これは立派たgneiSSだよミと言い

衣がら私の目の前に差し出されたのである｡私にそん

なむ手かしいことが解ろう筈がなく途方にくれた.

そして私はYさんという知らない人の名前をおぼえてし

まった.その後私も地質という学問や学者またはそ

の体事などに多少の知識ができてYさんという人がど

んな人かを知りその時の地質贋1がどん匁ものであるか

を知った.そのYさんというのは教授と異同年配の

有名な地質家でその地質図は権威のある茱機関で発行

され夜ものであった.Yさんがその地質図を描かれた

頃はまだお年も若い頃であったに違い狂いがそれに

しても私には軍配の行方はわかったものではないと

いう感じが強かった.

それから10数年を経て私自身が地質図を描かねばなら

ぬ立場に抵った.そして地質図を描く度にミY君はウ

ソを痛いているミと言われた先生のことばが思い出され

るのである.長年地質図を描くことを仕事としている

と間違っているか否かは別として自分なりの地質図観

というものは生れてくるものでその時の先生のYさん

批判に解釈を下すことカミできるような気がする.それ

はこうである.Yさんが後でそこの長として勤められ

ていたその機関は権威のある機関であり該地域につい

てもその後種々の調査がされたが該地域の花開岩を片

麻岩に塗り変えられたこともたいので花開岩に聞違っ

ているかとい乏ばそうでも狂い.というのは先生

は岩石･鉱物を専攻された学者でその頃すでに50幾本

かのベテランで肉眼鑑定によるものではあってもあ

の時はっきりと断言されたところからみて間違っては

おられなかったとみないわけにはいかたい.そうすれ

ば該地域には花商岩と片麻岩の両種の岩石カミあるという

ことになる.そしてそれは地殻変動のはげしい地域

で花陶岩の一部が片麻岩化していても一向に不思議では

次いであろう.私がノ･ンマｰで割った付近カミたまた

まそのようなところであったにすぎない.

地質というものはその縮尺に応じて地質状況標示の

精度が異なる運命を背負わされているものでそれぞれ

の縮尺に応じてその大局を示すものであるから局部

的に誤りがあるのは止むを得ない.それに似た現象は

堆積岩板との場合にもよくあることで砂岩層として追

跡したものが頁岩層に変ったり輝緑凝灰岩･チャｰト

･石灰岩の三者が互いに移り変ったりすることは野外

でしぱしぱみられるところである.絵のようにミボカ

ス､という方法はな晋用いられないであろうかと私は常

々思うことである.漸移関係をジグザグに入り込んだ

線で描き表わされるのが一般に用いられている方法で

あるがある層の端の部分だけの場合はそれでもよいが

周囲全体がそうであったらまるで星かウニでも描いた

ようでおかしなものであろう.

前にも述べたようにその地域の地質構造に対する解

釈の相違でずいぶん異たった地質図ができるものであ

る.ということは不変であるべき一つの事実がい

かようにも判断できるということを意味し専門家の間で

はその相違のおこった真相が了解されるとしても採

鉱などの関係者でそれを利用する側から見れば地質

図というものはあまりあてにはならぬということになろ

う.このことは地質図の重要性と価値判断に大き

な要素として入り込む問題である.一度誤診を受けて

困った患者が他の医師の診断にも不信の気持を抱くよう

なもので地質図には常にその信懸性というものカミつき

まとうものである.その信懸性を高めるために種々の

決定的要素による資料が求められるのであるがそれら

の資料が完全に揃うような地域は少ないものである｡

このあたりに地質図のなげきがあるようだ.

(策宥は禰岡駐在員)�


